
脳振盪／脳振盪の疑い時の事務手続き

日本ラグビーフットボール協会では、「脳振盪」あるいは「脳振盪の疑い」と判断された

競技者は段階的に運動や練習の程度をあげてリハビリを行ってから競技に復帰することとし

ています。競技者が高校生あるいは高専生の場合は、リハビリ期間は 21 日間以上とするこ
とになっています。

この証明書は、「脳振盪」あるいは「脳振盪の疑い」と判断された競技者が段階的なリハ

ビリの最終段階としてのフルコンタクト練習（ぶつかり合う、通常の練習）をする前に、

「脳振盪」の症状が残存していないことを確認していただくための書類です。

以下の事項を、受診した日の状態で確認してください。

脳振盪／脳振盪の疑いの発生

2種類提出

①脳振盪／脳振盪の疑い報告書

障害発生日から 30日以内に提出すること

②段階的競技復帰のための証明書

・競技者が中学生以下の場合

・競技者が高校生あるいは高専生の場合

・医師管理下の段階的競技復帰（高専生、高校生、中学生以下を除く）の場合

・医師管理下でない段階的競技復帰（高専生、高校生、中学生以下を除く）の場合
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